
今
回
の
地
方
集
計
に
よ
る
津
別
町
の

人
口
は
５
６
４
６
人
で
、
前
回
、
平
成

17
年
の
調
査
と
比
較
す
る
と
５
７
６

人
、
９
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

人
口
が
最
も
多
か
っ
た
昭
和
35
年
の

１
５
６
７
６
人
と
今
回
を
比
較
す
る
と

64
％
の
人
口
減
少
に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
治
会
別
に
見
る
と
（
次
ペ
ー
ジ
表

１
参
照
）
人
口
が
増
加
し
て
い
る
地
域

は
、
旭
町
第
１
・
２
、
達
美
町
、
上
美

都
、
木
樋
、
布
川
の
わ
ず
か
６
自
治
会

で
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
平
成
22
年
10
月
１
日
現
在
で
実

施
さ
れ
た
国
勢
調
査
の
地
方
集
計
結
果
（
概
数
）
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

津
別
町
の
人
口
は
５
６
４
６
人
、
世
帯
数
は
２
３
６
４
世
帯
で
す
。

前
回
の
調
査
と
比
較
す
る
と
人
口
で
５
７
６
人
、
世
帯
数
で
１
４
４
戸

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

津
別
町
の
人
口
は
５
６
４
６
人

５
年
前
調
査
か
ら
９
％
減

ほ
と
ん
ど
の
自
治
会
で
人
口
の

減
少
が
拡
大

世
帯
数
は
前
回
の
６
％
減
、

平
均
世
帯
員
数
も
減
少

� � �

単位：人

自 治 会 別 世 帯 数 と 人 口 （地方集計）

昭和35年

2,615

平成２年 平成７年

2,508

平成12年

2,364

平成17年

2,651

3,126
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単位：世帯
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国勢調査の世帯数と人口の推移
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※地方集計のため、総務省統計局が公表する数値と異なる場合があります。

表１

グラフ１

2,721

15,676

8,061
7,380

6,789
6,222

5,646

平成22年

※世帯数及び人口は、集計方法が異なるため、自治会員数など他の資料と差が生じる場合があります。

速 報

世
帯
数
は
、
２
３
６
４
戸
で
前
回

調
査
の
２
５
０
８
戸
と
比
較
す
る
と

６
％
、
１
４
４
戸
が
減
少
し
ま
し
た
。

市
街
地
自
治
会
で
、
前
回
調
査
に

比
べ
減
少
率
が
高
い
の
は
緑
町
第
３

（
17
戸
・
23
％
）、西
町（
14
戸
・
15
％
）、

東
町
（
14
戸
・
12
％
）
で
、
こ
れ
以

外
の
市
街
地
自
治
会
で
も
減
少
に
な

っ
て
い
ま
す
。

逆
に
人
口
減
少
が
大
き
く
進
ん
で
い

る
地
域
は
、
豊
永
第
４
、
西
町
、
活
汲

中
央
の
自
治
会
で
す
。
豊
永
第
４
で
は

41
人
で
11
％
、西
町
で
は
39
人
で
19
％
、

活
汲
中
央
で
は
37
人
で
14
％
と
、
大
き

な
減
少
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
岐
市
街
（
12
戸
・
23
％
）、

相
生
中
央
（
14
戸
・
22
％
）
で
は
、

人
口
の
減
少
と
同
様
に
世
帯
数
も
大

き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。

１
世
帯
あ
た
り
の
平
均
世
帯
員
数

は
２
・
４
人
で
、核
家
族
化
と
と
も
に
、

少
子
高
齢
化
に
よ
る
自
然
減
や
就
職
、

進
学
な
ど
に
よ
る
若
年
者
の
流
出
、

高
齢
者
の
長
期
入
院
な
ど
の
増
加
が

進
ん
で
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

こ
の
調
査
は
今
後
、
国
（
総
務
省

統
計
局
）
に
お
い
て
、
人
口
構
成
や

産
業
、
就
業
構
造
な
ど
の
分
析
が
行

わ
れ
、
そ
の
結
果
は
、
今
後
の
国
・

都
道
府
県
・
市
区
町
村
の
計
画
の
策

定
な
ど
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

平成平成2222年国勢調査年国勢調査


